
　

日
本
企
業
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
一
企
業
人
の
目
線
か
ら
考
察
し
て
み
る

事
に
し
た
。

大
阪
で
商
売
を
覚
え
・
名
古
屋
で
節
約
を
覚
え
・
東
京
で
政
治
を
覚
え
る

｢
｣

　

一
九
七
〇
年
〜
八
〇
年
代
ま
さ
し
く 
日
本
の
時
代
・
高
度
成
長
の
時
代 
で

あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
と
違
う
価
値
観
の
存
在
を
直
接
肌
で
感
じ
た

時
代
で
も
あ
っ
た
。
一
九
八
五
年
プ
ラ
ザ
合
意
を
契
機
と
し
て
特
に
、
製
造
業

に
お
い
て
は
、
海
外
投
資
が
積
極
的
に
行
わ
れ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
一
気
に
加
速

し
た
。
そ
れ
は
、
国
家
間
の
政
治
問
題
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ビ

ジ
ョ
ン
が
明
快
な
時
代
で
も
あ
っ
た
。
生
産
機
能
の
海
外
移
転
に
力
点
が
置
か

れ
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
が
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
す
る
時
に
、
父
か
ら
贈
ら
れ
た
言
葉
が
副
題
の

そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
企
業
規
模
の
大
小
で
は
な
く
、
経
営
者
の
力
量

で
決
ま
る
時
代
。
単
眼
で
は
な
く
、
ト
ン
ボ
の
よ
う
な
複
眼
で
考
え
行
動
す
る

能
力
が
要
求
さ
れ
る
。
日
本
の
ル
ー
ル
・
も
の
さ
し
は
普
遍
的
な
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
世
界
で
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
言

葉
を
、
今
で
も
自
分
の
座
右
の
銘
に
し
て
い
る
。

今
な
ぜ
中
国
な
の
か  
―
さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開

　

当
社
も
一
九
八
九
年
メ
キ
シ
コ
進
出
を
皮
切
り
に
一
九
九
五
年
タ
イ
・
上
海

工
場
を
立
ち
上
げ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
今
日
的
に
は
そ
の
意
味
合
い
が
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
当
社
の
最
大
顧
客
で
あ
る
カ
ー
メ
ー
カ
ー
が
更
な
る
海
外
生
産

を
進
め
、
部
品
の
現
地
調
達
を
加
速
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
当
社
は
、
典

型
的
な
労
働
集
約
型
産
業
で
あ
る
。
良
質
な
労
働
力
を
使
い
競
争
力
あ
る
価
格

で
高
品
質
な
製
品
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
日
本
の
生
産
拠
点
に
提
供
す
る
（
Ｏ
Ｕ
Ｔ

↓
Ｉ
Ｎ
）
形
態
か
ら
、
今
後
は
、
海
外
拠
点
に
納
入
す
る
（
Ｏ
Ｕ
Ｔ
↓
Ｏ
Ｕ
Ｔ
）

形
態
が
ま
す
ま
す
主
流
と
な
っ
て
く
る
。

　

こ
の
動
き
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加

盟
で
あ
る
。
今
で
は
、
世
界
の
工
場
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
魅
力
は
何
な

の
か
。
私
は
、
以
下
の
四
点
に
集
約
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
（
１
）
優
秀
な
若
年
労
働
力
確
保
の
容
易
さ
。

（
２
）
投
資
規
模
が
小
さ
く
て
済
み
、
回
収
効
率
が
良
い
事
。
経
営
リ
ス
ク
が

小
さ
い
事
。

　
（
３
）
外
資
導
入
政
策
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
享
受
。

　
（
４
）
十
二
億
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
存
在
す
る
と
い
う
事
。

　

今
日
の
更
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
特
徴
は
、企
業
と
そ
の
系
列
の
枠
を
超
え
、

か
つ
国
境
を
乗
り
超
え
た
提
携
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー

ド
は
『
共
生
』
で
あ
る
。
自
社
の
事
業
ド
メ
イ
ン
に
経
営
資
源
を
集
中
さ
せ
、

そ
れ
以
外
の
分
野
は
そ
の
分
野
で
強
み
を
持
っ
た
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
双
方

が
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
が
今
日
常
態
化
し
て
い
る
。
こ

の
背
景
に
は
、
企
業
が
従
来
の
既
成
概
念
を
否
定
し
、
生
き
残
る
た
め
に
新
し

い
ル
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
構
築
が
急
務
で
あ
る
と
い
う
危
機
感
に
起
因
し
て
い
る
。

単
に
生
産
機
能
の
移
転
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も

要
請
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
事
実
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
の

対
策
が
企
業
に
と
っ
て
必
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
変
革
を
政
治
・
経
済
・
教
育

の
分
野
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
（
前
向
き
）
に
受
け
と
め
積
極
的
に
対
応
し
素
晴
ら
し

い
展
望
（
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
な
）
時
代
と
す
る
か
、
そ
れ
と
も
ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ア

（
保
守
的
／
外
国
嫌
い
）
的
な
過
去
の
成
功
体
験
・
制
度
の
し
が
ら
み
の
中
で
対

応
し
て
い
く
か
、
日
本
の
将
来
を
占
う
意
味
で
試
金
石
と
な
る
と
思
う
。
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「
共
生
の
時
代
」を
む
か
え
て

　
　
　
　
　
『
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
な
時
代
』を
生
き
る
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